
ずいどう

きるのである。

C 導火線

隆道に用いる滋火線は緩燃導火線と称するもので，黒色火薬

を心淡として，これを糸 ・ 紙で巻いたものである。燃焼速度は

1 m 120-140秒で， 公差 1 m について 5 秒と定めてある。使用

する滋火線の長さは，点火に嬰する l時間と，点火者が安全な場

所まで退避するに必要なI時!聞から定められている。

D ダイナマイト作業

燥破の準備としてダイナマイトに雷管 ・ 導火線を取付ける作

業がある。

まず導火線を所定の長さに正確に切り，一端を雷管の中にさ

し込み，雷管の口をつぶして導火線を固定する。つぎにダイナ

マイトの中心に穴をあけて，導火線のついた雷管を拘l し込むの

である。

このように導火線を付けたものを親〆イとい って 1 つの穴

に数本の〆イナマイトを入れ，最後にこの親〆イを入れる。(先

に入れるのを鳩〆イという)。このように親ダイの爆発によっ

て他のダイナマイトを殉燥させるものである。

電気ïH管の場合は，この導火線をつける作業ーはなく ， 電気雷

管をダイナマイトと結合するだけでよい。

冬期1でダイナマイ トが凍結した場合は， これを融解するのに

二重につくられた箱の内箱にダイナマイトを入れ，タト1告に混湯

を入れて湯で融解する。火気や日光に直接あτて溶かすことは

危険である。以上の作業は坑外の安全な作業室で行う 。ダイナ

マイトを取扱ったり ， 現場に貯蔵したり運搬したりする等に関

しては， 火薬類取扱規則によって規定されている。

E 爆破作業

さく 岩が終るとただちに爆破作業にかかる。 í\.をよく姉除し

た後〆イナマイ ト を l 本ずつ木製の絡で折1)6む。各ダイナマイ

トの附に隙間のないように装棋(そうてん)し，最後に雷管をつ

けた親ダイを判1)6む。

電気雷管のときは穴奥から約士の 1酬に親〆イを装置するの
が普通である。このようにしてダイナマイトを装模して， 穴の

残りの部分に湿った粘土， または砂あるいはその他の材料を充

f摂する。

ダイナマイ ト の裟棋が終るとただちに点火する。導火線を使

用するときは， 導火線の先を 2-3cm 切り徐て新しい切口を出

し，これにカンテラの火かタパ コの火でつぎつぎと点火し， 終

れば安全な場所まで退き，点火した数と爆発音が一致するかど

うかを聞きわける。

電気u:;管の場合は， 雷管の!肉l線を母総に結線し，よく検査し

て安全の場所まで退避し，辺道試験日fiで図似の接続が完全であ

るかどうかを試験する。終ると点火総と母線を述給し，電流を

送って爆破する。爆破が終って 10 分以上を経てから坑奥に入

って効果を調べる。その結来効果が~!l\かったならば， ふたたひ・

裟模して爆破する。これを再発といっている。

導火線を使用して問時爆破を行っても ， 多少の違いで先に爆

破したものが，他の導火線をはね飛ばしそのためにそのダイナ

マイトが不発となって爾の中に混入することがあって危険であ

る。

イ 折Hさく方式

店主道の侃さくに当っ ては，全断聞を同時に抗日さ く することは

まれで，いくつかの部分に分けてI1阪斤，よく掘さくするのが普通

である。

わが医lの磁道の各部の名称は， むかしから鉱山で用いている

名称などもあって一定していないが， 現在多く用いている名称

はつぎのようである。 図-5. 腿道摘さく

①天端(導坑として細るときは頂

設導坑) ②丸型③ 中背@

大背または第三(導坑として掘る とき

は底設滋坑) ⑤土平⑥挟また

は主主扶(アーチ) ⑦ 側壁(サイド ウ

ォーノレ)， ③ 抑扶(インパー ト) (図

-5) 。

隆道の最初に銅る部分を ホ導坑といい，その位置によって名

称がある。その他の部分を掘さくする順序は，隆道の断面の大

きさ ・ 地質の軟堅 ・ 工程の緩急等によって異なった方式で掘さ

く されるが，わが国では古くは日本式掘さく法が行われたが，

現症ではほとんど新填悶式を採用している。

(7) 日本式摘さく法 (図-6 )

わが図で発達したもので， とくに地質の軟弱な場合には安全

図-6. 日本式掘さく

.!..E_主 主主一旦 2: jJ. lI2 1.旦笠笠旦

韓民同(
主主一一工 玉虫盆盟主

。
な刀法で，現在でもとくに地質の惑い場合に採用している。こ

のj場合は主として後述する逆巻として施工されている。

この方式は頂設導坑を捌進し，丸型を広げ， つぎに中背を掘

り下げ， 大背を掘り，土平を返して，被工を行うものである。

地質の惑いときは，中背を砿げると，~扶剖iを覆工してこれが

完成してから大背を銅り，土平は所々を繍ってこの部分を援工

し，順次ßlIj!M'を完成する方法で，これを逆巻といっている。

A 頂設主将坑 図ー7 丸型銅さく

この掘さく方法は， ホ導主主。~

B 丸 型(図ー7) .，)歩予1["てごlìマ当込

頂設導坑がある程度進んだ dグ1r 、 位、、

後からこの丸型を左右対照 (\ ',111..11,. ,1\ • )1, '(¥ 

に鉱げて . 1 のけた(. :1<: 1呆 /j {反柱 ¥111 

工) ・ 2 のけたを入れる(地質」ー」一一一一一一一一一--.L..L.

がよければもちろん入れない)。入れたけたは前のものと結合さ

せ，図ー7 のように仮柱で受けて， やまを抑える。

C 中背

中背の掘さ く は 1 間(ひとま ・ 大立を立てる間隔をいい，

地質によ って ， 図 8. 仮 受

3-5 尺とする)

ごとに掘っては，

大立を立て， ま

た 1 聞を捌 つ て

は大立を立てて，

一方から進むも

のである。中背

の相íIさくは機 ・ 1 のけた ・ 2 のけたを受けている柱の鍛を掘り

下げるので， この櫓やけたが下がらぬように仮受け して掘さく
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